
整理番号 ＨＴ２９０９９ 分野 自然・地学 キーワード 地震・実験・街歩き 

 

研 究 機 関 名 桜美林大学 

プログラム名 都県境でブラマチダ！ ～「手作り実験」とブラタモリ風「街歩き」から地震を考える～ 

先生（代表者） 根本泰雄（ねもとひろお）自然科学系・准教授 顔写真 

（代表者の顔写真を貼り

付けてください。） 

自 己 紹 介  「地震に伴って地鳴りが聞こえることがあるけど，なぜ？」といった地震に

関係する未知のことを知りたくて地震の研究をしています．また，多くの人

に理科に興味をもってもらいたく思い，理科の教材開発も行っています． 

日常では，「あの崖は段丘崖？ それとも断層崖？」などと，地球科学

の視点で街を見ながら散歩しています．新たな視点を得ると，良く知った

街が違って見えます．街を見る視点を一緒に増やしませんか？ 

開 催 日 時 ・ 

募 集 対 象 
平成 29 年 ８月 ６日（日） 

受 講 

対象者 
高校生 

募集 

人数 
20 名 

集合場所・時間 桜美林大学町田キャンパス 理化学館 4 階 

地学実験室 
（集合時間）  9:00 

開 催 会 場 

 

桜美林大学町田キャンパス 理化学館 4 階 地学実験室 

住所：〒194-0294 東京都町田市常盤町 3758 

アクセスマップ URL：http://www.obirin.ac.jp/access/machida/index.html 

内 容 

簡単な立体地形図を作成し，この地形図を持って“ブラタモリ”のように街歩きをすることで地形を確認

します．地形の成り立ちを知る方法や坂の意味を探り，街の防災・減災マップ作成にチャレンジしてみま

す．あわせて，地震による大きな揺れに襲われた場合に生じる様々な現象を，自分で作った実験装置に

よる実験を通して一緒に考えます．自分の住む街の見方を変えることができるようになるでしょう．また，

夏休みの自由研究の助けにもなることでしょう． 

 

自然災害から自分の身を守るためには，地形など地域の自然を知っていることが大切です． 

地震による災害へ備えるためには，地震動が引き起こす現象を知ること，地域の地形を知ること，地形の成り立ちを知ること，街の成

因や危険箇所を知ること，などが大切です． 

このプログラムでは，液状化実験装置や倒立振子などによる実験を通して地震動が引き起こす現象を探りたいと思います．また，弁当

パック蓋を用いた３D（立体）地形図を作成し，この地形図を持って“ブラタモリ”のように街歩きをします．街歩きを通して，街の成り立ち，

震災などの自然災害への街の脆弱性を探る方法を，皆で一緒に考えていきたと思います． 

スケジュール 持 ち 物 

09:00～09:15 受付（集合場所：桜美林大学 理化学館 地学実験室） 

09:15～10:00 開講式（自己紹介，オリエンテーション，科研費の説明） 

10:10～11:50（途中休憩 10 分） 実験・実習（３D（立体）地形図の作成など） 

11:50～12:50 昼休み 

12:50～13:35 実験（液状化現象を探る実験など） 

13:45～15:00 都県境をブラタモリ風にブラマチダ 

（河岸段丘，旧河道，谷戸，尾根などの観察） 

15:00～15:45 クッキータイム：地震計測室等の見学 

15:45～16:30 街歩きをした範囲を対象とする防災・減災マップの作成 

16:40～17:00 修了式（アンケート調査用紙への記入，未来博士号の授与） 

17:00：       終了・解散 

（雨天の場合，一部内容を変更します．） 

筆記用具・飲み物・タオルやハ

ンカチなど・帽子・雨具・滑り止

め付き軍手・（カメラ：なくても

かまいません）・（日焼け止め：

必要な人） 

特 記 事 項  

・熱中症対策をお願いします． 

・昼食，お菓子を用意します．

食物アレルギーがある場合

は，必ず事前にお知らせ下さ

い． 

・運動靴など，街歩きに適した

靴でご参加下さい． 

 



 

《お問合せ・お申込先》 

所 属 ・氏 名 ： 桜美林大学 研究支援課・芦田 英里佳（あしだえりか） 

住 所 ： 〒194-0294  東京都町田市常盤町 3758 

T E L 番 号 ： 042-797-2812 

F A X 番 号  ： 042-797-9900 

E - m a i l  ： hirameki@obirin.ac.jp 

申込締切日 ： 平成２９年 ７月 28 日（金）  ただし定員に達した時点で締め切ります． 

      ※当プログラムは先着順にて受付を行います。 

 

 

《プログラムと関係する先生（代表者）の科研費》 

研究代表者 研究期間 研究種目 課題番号 研究課題名 

根本 泰雄 H27-29 挑戦的萌芽 15K12394 

科学的に未解明な課題から作る

ESD も視野に入れた超学際的な

高校「理科」の教材開発 

根本 泰雄 H23-25 基盤研究(C) 30301427 

持続発展教育の観点を踏まえた地

球惑星科学分野での新しい実験・

実習・演習教材の開発 

 

 

 

 
★この科研費について、さらに詳しく知りたい方は、下記をクリック！ 

http://kaken.nii.ac.jp/ 

※国立情報学研究所の科研費データベースへリンクします。 

http://kaken.nii.ac.jp/

